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　　 　 　　 　　 　 問題 と目的
　近年 の 系列 学習研究 で は、系列生 成の 成否を

検討 す る際 に 同 時連鎖法 （Simultaneous 　 cha

ining　 method ）が主 に 用い られ て い る。同 時
連鎖法 で は 、デ ィ ス プ レ イ 上 に 複数 の 刺 激が ラ

ン ダム に 同 時提示 され 、そ れ らの全 て の刺 激 に

対 し て 所定 の 順 序 反 応 が 示 さ れ た 場 合 に 強 化

が得 られ る 。そ の 際、試 行 が 終 了す る ま で 全 て

の 刺 激 が 提示 され 続 け る の で 、刺激 の 順 序位置

とそ の 相対 的 な 前後 関係 の 両 方 を 同時 に 学 習
で き る と い う特徴が ある 。 で は 、刺 激の こ の よ

うな順 序 関係を 直接 的 に 比較 す る こ とが で き
な くて も、順序機能 は 獲得 され る の で あろ うか 。
　本 実験 で は 、複数 の刺激の 順 序 関係 を 直 接的

に 比 較す る こ と の で き な い 訓 練形態 を 用 い た

場合 に 、 個 別 に 提示 され た刺 激 が順 序機能 を 獲
得 す る か 否 か に つ い て 系列 生 成 の 成否 の 点か

ら検討 する こ とを 「1的 と した 。

　　 　 　　 　　 　　 方法

実 験参 加者 　大 学生 11 名 （平 均年 齢 19．64
歳 ；男 性 2 名 、女性 9 名）。

実験器 具 　ノ ー ト型 パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ

（制御装 置）と、タ ッ チパ ネル 装着 モ ニ タ （反 応装

置 ）を 使用 した 。実験 制 御 プ ロ グ ラ ム は Visual

Studio　2005 に よ っ て 作 成 さ れ た。

刺激 　 5 種 類 の 恣意 的刺 激 と黒 い 正 方形 を 用

い た。各恣意的刺激 に は 、あ らか じ め 1 〜 5 番

目の い ずれ か の 順 序 位置 が 割 り当て られ て い

た 。

手続 き　本 実験 は 訓 練 フ ェ イ ズ とテ ス ト フ ェ

イ ズか ら構 成 さ れ た 。訓 練フ ェ イ ズで は、 5 種

類 の 系列 反応 を 訓 練 した。各訓 練系列 は 1 つ の

恣 意的 刺激 と 4 つ の 黒 い 正 方 形か ら構成 さ れ
た 。 まず試行が 開始 す る と、 1 つ の 恣意 的刺激
と 4 つ の 黒 い 正 方形 の 計 5 刺 激が モ ニ タ上 に

同時提示 さ れた 。恣意的刺激の 占め る 順序 位置
以 外 で は 黒 い 正 方形を押す こ とが求 め られ た 。
た と え ば 、 3 番 目の 順序位置 を 占め る C 刺 激が

提示 さ れ た 時に は 、黒
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順序反応 を正反応 と し た 。正反応が見 られ た 場
合 は 、モ ニ タを 1秒 間緑 色に 変化 さ せ た 。そ の

後、工．5秒 間の 試行 間間隔（ITI）を経 て 、次 の 試
行 へ と移 行 し た 。上記 の 系 列 反 応以 外 の 反 応 を

誤 反 応 と し、誤 反 応が示 され た場合 は 画面 を 1
秒問 暗転 さ せ 、ITIの 後、修正 試行 へ 移行 した 。
4 つ の 黒 い 正 方 形 に つ い て は、恣 意 的刺 激 の 順
序位置以 外 で あ れ ば、どの 順序位置 で 反応 し て

も よ い も の と した 。5 種 類 の 全 て の 系列 に お い

て 10回 の 強化 （修 正 試 行 で の 強化 も含 む ）を 得
た時 点 で 訓 練 フ ェ イ ズを 終 了 し、テ ス トへ 移行
した。

　テ ス トで は 、今 まで 1 つ ず つ 提示 して い た 5
種類全 て の 恣意 的刺激を 同 時 に 提示 し、参 加者

に 対 して順序 反 応を求め た 。 5 回の 接触 反 応が

生起 し た ら、ITIを経て 次 の 試行 へ 移 行 した 。
5 項 目 の テ ス ト系列 は 20 試行 実 施 した。そ の 後 、

6 種 類 の 2 項 目 の テ ス ト系 列 を ラ ン ダム に 10
試 行 ずつ 提 示 した 。テ ス トで は 、

い か な る 系列
反 応 に も正 誤 の フ ィ

ー
ドバ ッ ク を 与 え な か っ

た。
　　 　　 　　 　 結果 と考察

　ま ず 訓練 フ ェ イ ズ に お い て は 、参加者ll 名の

うち P1 〜P7 の 7 名 の 平均正 反 応 率 は 60 ％ 以 上

で あ っ た。 また、P8 の 平 均 正 反 応率 は 32％ で 、
残 り 3 名 の 平 均 正 反応 率 は 22 ％以下 で あ っ た 。

　次 に テ ス トフ ェ イ ズで は 、11名中 8 名 の 参 加
者（P1 〜P8 ）は 、 5 項 目テ ス ト系 列に お い て 80％

以上 の 正 系列生 成率を 示 した 。 また 、P9 は 1 試
行 だ け 5 項 目の テ ス ト系 列を生成 で き たが 、P
10 とP11 は 正 系列 を生成 で き な か っ た。参加 者

毎 の 訓 練 フ ェ イ ズ で の 平 均 正 反 応 率 と テ ス ト

フ ェ イ ズ で の 正 系列 生成 率 の 関係 を 図 1 に 示
した。横軸 は 訓練 フ ェ イ ズで の 平均正 反応 率を、
縦軸 は 5 項 目 の テ ス ト系 列 の 正 系列 生 成率 を

そ れ ぞ れ示 し て い る 。 2 項 目の テ ス ト系列 に つ

い て は、 量項 目系 列を 生 成 し た 8 名（P1
〜 P8 ）

の 参 加 者 が 80 ％ 以 上 の 正 系列 生 成率 を 示 し た 。
残 り の 3 名 は 、 チ ャ ン ス レ ベ ル で あ っ た 。

　 こ の よ う に 、複数 の 刺 激 の 相 対的順序位置 を

直接 的に 比 較 で き な い 場合 で も、個 々 に 提示 さ

れ た 刺 激 は十 分 に順 序 機 能 を 獲得 し得 る こ と

が 明 らか に な っ た 。
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図 1 訓 練フェ イズで の 学 習の 程度 と正 系列 生 成率の 関係
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